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STEP１-１ 基本情報
組合コード 29892
組合名称 ＣＴＣグループ健康保険組合
形態 単一
業種 情報通信業

平成30年度見込み 平成31年度見込み 平成32年度見込み
被保険者数
* 平均年齢は
特例退職被保
険者を除く

8,400名
男性83.9%

（平均年齢39.9歳）*
女性16.1%

（平均年齢37.7歳）*

-名
男性-%

（平均年齢-歳）*
女性-%

（平均年齢-歳）*

-名
男性-%

（平均年齢-歳）*
女性-%

（平均年齢-歳）*
特例退職被保険
者数

0名 -名 -名

加入者数 16,005名 -名 -名
適用事業所数 7ヵ所 -ヵ所 -ヵ所
対象となる拠点
数

0ヵ所 -ヵ所 -ヵ所

保険料率
*調整を含む

89‰ -‰ -‰

健康保険組合と事業主側の医療専門職
平成30年度見込み 平成31年度見込み 平成32年度見込み
常勤(人) 非常勤(人) 常勤(人) 非常勤(人) 常勤(人) 非常勤(人)

健保組合 顧問医 0 0 - - - -
保健師等 0 0 - - - -

事業主 産業医 1 0 - - - -
保健師等 1 0 - - - -

第2期における基礎数値
特定健康診査実施率
(特定健康診査実施者数÷
特定健康診査対象者数)

全体 5,900 ∕ 6,910 ＝ 85.4 ％
被保険者 4,900 ∕ 4,910 ＝ 99.8 ％
被扶養者 1,400 ∕ 2,000 ＝ 70.0 ％

特定保健指導実施率
(特定保健指導実施者数÷
特定保健指導対象者数)

全体 700 ∕ 1,300 ＝ 53.8 ％
被保険者 600 ∕ 1,000 ＝ 60.0 ％
被扶養者 100 ∕ 300 ＝ 33.3 ％

平成30年度見込み 平成31年度見込み 平成32年度見込み
予算額(千円) 被保険者一人

当たり金額（円） 予算額(千円) 被保険者一人
当たり金額（円） 予算額(千円) 被保険者一人

当たり金額（円）

保健事業費

特定健康診査事業費 44,190 5,261 - - - -
特定保健指導事業費 21,730 2,587 - - - -
保健指導宣伝費 8,500 1,012 - - - -
疾病予防費 387,370 46,115 - - - -
体育奨励費 7,920 943 - - - -
直営保養所費 0 0 - - - -
その他 30,240 3,600 - - - -
　
小計　…a 499,950 59,518 0 - 0 -
経常支出合計　…b 4,854,474 577,914 - - - -
a/b×100 （%） 10.30 - -
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平成30年度見込み 平成31年度見込み

平成32年度見込み

(歳)

(百人)
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20-24
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10-14

5-9
0-4

20 10 0 10 20
男性(被保険者) 男性(被扶養者) 女性(被保険者) 女性(被扶養者)

(歳)

(百人)

70-74
65-69
60-64
55-59
50-54
45-49
40-44
35-39
30-34
25-29
20-24
15-19
10-14

5-9
0-4

0 2 4 6 8 10
男性(被保険者) 男性(被扶養者) 女性(被保険者) 女性(被扶養者)
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男性（被保険者）
平成30年度見込み 平成31年度見込み 平成32年度見込み
0〜4 0人 5〜9 0人 0〜4 -人 5〜9 -人 0〜4 -人 5〜9 -人
10〜14 0人 15〜19 18人 10〜14 -人 15〜19 -人 10〜14 -人 15〜19 -人
20〜24 464人 25〜29 676人 20〜24 -人 25〜29 -人 20〜24 -人 25〜29 -人
30〜34 891人 35〜39 1,288

人 30〜34 -人 35〜39 -人 30〜34 -人 35〜39 -人

40〜44 1,480
人 45〜49 974人 40〜44 -人 45〜49 -人 40〜44 -人 45〜49 -人

50〜54 627人 55〜59 445人 50〜54 -人 55〜59 -人 50〜54 -人 55〜59 -人
60〜64 172人 65〜69 15人 60〜64 -人 65〜69 -人 60〜64 -人 65〜69 -人
70〜74 0人 70〜74 -人 70〜74 -人

女性（被保険者）
平成30年度見込み 平成31年度見込み 平成32年度見込み
0〜4 0人 5〜9 0人 0〜4 -人 5〜9 -人 0〜4 -人 5〜9 -人
10〜14 0人 15〜19 0人 10〜14 -人 15〜19 -人 10〜14 -人 15〜19 -人
20〜24 161人 25〜29 192人 20〜24 -人 25〜29 -人 20〜24 -人 25〜29 -人
30〜34 196人 35〜39 210人 30〜34 -人 35〜39 -人 30〜34 -人 35〜39 -人
40〜44 218人 45〜49 203人 40〜44 -人 45〜49 -人 40〜44 -人 45〜49 -人
50〜54 116人 55〜59 43人 50〜54 -人 55〜59 -人 50〜54 -人 55〜59 -人
60〜64 11人 65〜69 0人 60〜64 -人 65〜69 -人 60〜64 -人 65〜69 -人
70〜74 0人 70〜74 -人 70〜74 -人

男性（被扶養者）
平成30年度見込み 平成31年度見込み 平成32年度見込み
0〜4 727人 5〜9 704人 0〜4 -人 5〜9 -人 0〜4 -人 5〜9 -人
10〜14 561人 15〜19 369人 10〜14 -人 15〜19 -人 10〜14 -人 15〜19 -人
20〜24 192人 25〜29 26人 20〜24 -人 25〜29 -人 20〜24 -人 25〜29 -人
30〜34 3人 35〜39 1人 30〜34 -人 35〜39 -人 30〜34 -人 35〜39 -人
40〜44 2人 45〜49 4人 40〜44 -人 45〜49 -人 40〜44 -人 45〜49 -人
50〜54 2人 55〜59 1人 50〜54 -人 55〜59 -人 50〜54 -人 55〜59 -人
60〜64 2人 65〜69 8人 60〜64 -人 65〜69 -人 60〜64 -人 65〜69 -人
70〜74 6人 70〜74 -人 70〜74 -人

女性（被扶養者）
平成30年度見込み 平成31年度見込み 平成32年度見込み
0〜4 677人 5〜9 675人 0〜4 -人 5〜9 -人 0〜4 -人 5〜9 -人
10〜14 543人 15〜19 388人 10〜14 -人 15〜19 -人 10〜14 -人 15〜19 -人
20〜24 159人 25〜29 73人 20〜24 -人 25〜29 -人 20〜24 -人 25〜29 -人
30〜34 221人 35〜39 496人 30〜34 -人 35〜39 -人 30〜34 -人 35〜39 -人
40〜44 671人 45〜49 423人 40〜44 -人 45〜49 -人 40〜44 -人 45〜49 -人
50〜54 312人 55〜59 228人 50〜54 -人 55〜59 -人 50〜54 -人 55〜59 -人
60〜64 71人 65〜69 42人 60〜64 -人 65〜69 -人 60〜64 -人 65〜69 -人
70〜74 25人 70〜74 -人 70〜74 -人

基本情報から見える特徴 被保険者の平均年齢がやや低く、男性の比率が約８４％と高い。保健指導対象者率も低いが、業務の特性から受診率が高くなり難い。
健康診断費用でがん専門健診を節目年齢で実施してがんの早期発見・治療に結び付けたい。
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STEP１-２ 保健事業の実施状況
保健事業の整理から見える特徴
健康診断の受診率が高いため、「がん専門健診（節目受診）」や「たばこの禁煙対策」を実施していきたい。

事業の一覧
職場環境の整備
加入者への意識づけ
個別の事業
　疾病予防 　がん専門健診（節目健診）の無料化
　疾病予防 　禁煙対策アプリによる喫煙者の減少
　疾病予防 　歯科検診等の実施
　疾病予防 　健康診断の実施
　疾病予防 　インフルエンザ予防接種補助の実施
事業主の取組
　1 　健康管理推進事業委員会の立ち上げをはじめ、健康対策を図る
※事業は予算科目順に並び替えて表示されています。
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職場環境の整備
加入者への意識づけ
個別の事業
疾
病
予
防

3
がん専門健診
（節目健診）
の無料化

４０歳・４５歳・５０歳・５５歳・６０歳に当該年度なら
れる方を対象に
「がん専門健診」を無料で受診出来る。
このことで、早期発見・治療が見込まれる。

被保険者 全て 男女
-

〜
-

基準該
当者 8,480 - - - -

5
禁煙対策アプ
リによる喫煙
者の減少

職場での喫煙場所の減少に伴い、禁煙希望者を募り、アプ
リを使用した禁煙対策を実施する。 被保険者 全て 男女

-
〜
-

基準該
当者 30,000 - - - -

3 歯科検診等の
実施

医療費の中でも高い比率となっている口腔内に対する意識
を高め、口腔内治療費の抑制に繋げる。 被保険者 全て 男女

-
〜
-

全員 30,000 - - - -

3 健康診断の実
施

基本健診・生活習慣病健診・人間ドック・乳がん・子宮頸
がん検査などを被保険者および被扶養者が受診して地震の
健康について確認する。

被保険者
被扶養者 全て 男女

-
〜
-

全員 332,840
社内イントラや健保ホームページによ
る周知を行う。配偶者に対して自宅へ
案内を送付する。

- - -

3
インフルエン
ザ予防接種補
助の実施

インフルエンザが流行る前に希望者に予防接種の補助を行
う。

被保険者
被扶養者 全て 男女

-
〜
-

基準該
当者 6,000 １０月に周知を行う。 - - -

注１) １．職場環境の整備  ２．加入者への意識づけ  ３．健康診査  ４．保健指導  ５．健康教育  ６．健康相談  ７．訪問指導  ８．その他
注２) １．39%以下  ２．40%以上  ３．60%以上  ４．80%以上  ５．100%

予
算
科
目

注1)
事業
分類

事業名 事業の目的および概要
対象者

事業費
(千円)

振り返り
注2)
評価資格 対象

事業所 性別 年
齢 対象者 実施状況・時期 成功・推進要因 課題及び阻害要因
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事業主の取組
健康管理推進事業
委員会の立ち上げ
をはじめ、健康対
策を図る

健保組合とのコラボによる健康対策を検討しながら従業員の健康対
策を図る。 被保険者 男女

-
〜
-
- - - -

事業名 事業の目的および概要
対象者 振り返り 共同

実施資格 性別 年
齢 実施状況・時期 成功・推進要因 課題及び阻害要因
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STEP１-３ 基本分析

登録済みファイル一覧
記号 ファイル画像 タイトル カテゴリ コメント

ア 2107年度定期健康診断結果について 健康リスク分析 ・総合判定で要治療または要再精検と判定された人は、ＣＴＣ－Ｇで４９．９％と高
い。
・主要な検査項目全てにおいて、医療受診・再精検をひつ嘔吐する人が増えた。

イ 2017年度医療費実績（１１９分類）他について 医療費・患者数分析 ・呼吸器、新生物、メンタル（精神他）、循環器、妊婦・周産期など金額の多い部門
が判明した。
・加入各社別の実態も判明してきた。
・喫煙状況で各社別の実態も判明した。
・睡眠、食習慣関係から夜型やシフト関連での関係が判明した。
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2017年度 定期健康診断分析結果

【結果概要】

●総合判定で要医療または要再精検と半J定された人の割合はCTC一G49日 9°/00

直近5年間で最も高し増J合となつた。

● 主要な検査項目全てにおして、医療受診・再精検を必要とする人力Ч曽加した。

● 10年間で心血管疾患を発症する可能性のある人は、40歳以上のCTC―G社員の40/0存在する。
● 30歳以上の社員の30/0が3年以内に新たに糖尿病を発症する可能性がある。
● 将i来顕在化する可能性のある生活習‖買病のリスクを減らすため、潜在的なリスクをす寺つた人、組織全体への
アプローチ、糸L続的なプログラムなど、抜本的な対策の検討が必要である。

CTC―G 8′ 187名
(6′′892名 /1′ 295名 )

40.2歳

※受診者数 :201フ年度内退職者を含まず。
2018年 3月末在籍者で集計。

【健康診断受診率】

CTC―G  98.30/0 98日 60/0 99日 20/0 99日 30/0 99B60/0

※ CTC― G受診率 :休業休職者を含む

FY17受診者数
(男性・女性 )

平均年齢 年度 2013 2014 2015 2016 201フ
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CTC学 G 項目別D判定以上者の割合(FⅥ 2-FⅥ 7)
(%) FY12 醸FY13 ■FY14 ■FY15 日FY16 ■FY17

60.0

50.0

40Ⅲ0

30.0

20.0

10.0

0.0

ω
．Ｏ
寸∞．卜

〇

寸

〇
．
寸

Ю

寸

CTC―G受診者平均年齢

37.1   37.6  38.1   38.5  38.9  39.3

卜

とこ―憂写評0-

甘
寸

総合判定

法定項目で

何らかの所見あり

血 圧

収縮期≧150mmHg
and/or拡張期≧95

NЮ η 聟
く0 0 :｀

:｀

血糖

空腹時血糖≧110mg/di

and/or HbAlc≧ 6.0%

卜

脂質

中性脂肪≧150mg/dI

and/or

LDL≧ 140mg/di

月千機育ヒ
GOT≧ 41 mg/di
GPT≧ 46mg/di

「
―GTP≧ 100

肥満

BMI≧ 25

※肥満のみC判定上

〇
．∞
∞

劇
．

∞

9∞

∞
．∞

卜
．∞

寸
．∞

０
．∞

寸
．寸

一　
Φ
．∞

Ⅲ 
…

2

D判定以上者とは…

各項目で要治療・要再精密査
と判定された人を指します。

FY17FY16FY15FY14FY13FY12
|||||

総合判定D以上者の割合は昨年より+2.6増加。約半数が何らかの有所見者に該当。
主要な項目全てにおいて、D判定以上の人が1%近く増加しています。
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CTC―G CTC一 G判定区分居uttu合(2015-2017)
CTC―G半J定区分とは中●

健康支援室が定めた
CTC― G独自の半J定区分です。

2015     11.80/0

2016    10.90/0

2017    10.10/0

A判定
異常なし

田B判定
ほぼ正常

28.30/0

23.3%

26.2%

C半」定
経過観察

D半1,遭
e―school

42.30/0

42.50/0

●E半」定
保健指導

4.4%

|  ~‐

・・・

■F半1,こ
産業医面談

|

増加

蟻二↑eSchool
によるイ呆イ建才旨導。
健診機関の指示に

そつて再。精密検査を

43.20/0

基準値を外れた

頂国があります。
生活習慣の改善に

努めましょう。

● ■

良好です。
◆の】犬態を
キープしましょう

● ●

基準イ直内ですが、
少し気になります。

今からイ可か女台めて
みませんか

◆ ◆

産業医(こよる

面談を実施。

至急病院受診が必

―H常
看護職 (こよる

保健指導を実施。

生活習慣改善と共

、病院を受診し

最も多い割合を占めるD判定 (43.2%)が増加し、
A判定 。C判定の割合が減少しています。 3
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CTCttG社員の健康リスクはどのくらい?
現在の健康状態がずっと続くと、心筋梗塞や糖尿病を発症するリスクがあるか、201フ年度の健診結果をもとにシミュレーションしました。

※ 1:久山町研究リスクスコアを使用。
CTC― G40歳以上社員の健診結果をもと
に、10年間の心血管疾患の個々の発症確
率を予測し、発症予測人数を集計。

※2:」・ECOHスタディにおける糖尿病発症を
予測するリスクスコアを使用。健診4省果をもと
に、3年間の糖尿病の発症確率を予測。
30歳以上、糖尿病の内服治療をしていない
者を対象に発症確率を算出。
(糖尿病が強く疑われる者を除く)

CTC口G40歳以上社員の

約40/0が
就労期間内に

心筋梗塞や狭心症を発症

CTC口G30歳以上社員の

約 30/oが
3年以内に新たに糖尿病を発症

あなたの発症リスクは? ご自身の健診結果をもとに発症確率が分かります。
●循環器疾患リスクチェック Shttps:〃epi.nccigo.jp/面 skCheck/cirCulatory/
●糖 尿 病 リスクチェック   Chttp:〃 wwW.SChoolhealthHjp/deih/DMttskscore.pdf 4

155名
(3945増i中 )

約

182名
(6283宅I中 )

約

しらべる
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2017年度医療費

CTCBE
1人当たり

Y7,075

¥6′ 560

Y15,040

………Fi¨Y19■ 19ヨ
2:  Y22′ 135

1:  Y30′080
I   Y20 290

2:   Y2,635
2:   ¥9,160
Y17′ 377

1

¥15′ 540

¥16′ 117

Y30947
Y182,200

患者叡

2

2

3

2

3

3

5

hinari

1人当 たり

Y8′268

Y24725
Y5733

81

11

Y135.660

:   Y59′438

Y28306
Y36′ 946

Y25810
Y26.483

Y31′ 263

Y5235
:   Y10,817

12:   Y15′ 608

37:  Y37511
Y160,186

患 百 卸

15

13

4

フ

8

52

22

22

20

16

2

18

80

CTCFC
1人当Fヒ9

Y215′ 934

Y76893
Y981.554

Y18,418

¥13′ 944

¥362′ 344

139:   Y31,820

……マ写′3ee
Y28′ 063

Y87,010

32 Y17

Y

1

3

Y20′ 943

¥41.586

¥346′026

患 苔 叡

37

21

23

71

19

21

65

73

35

21

102

214

CTCBS
1人当Fこり
I   Y23 599

Y37,996

Y10,314

Y71,272

Y51723
11:   Y56.521

55

24:   Y60541
Y29′ 616

¥36′ 466

¥17

28

Y849′ 900

Y6′820

Y2′630

Y10′ 501
９
¨
５

Ｙ８
一Ч

135: Y145,231

思者 数

34

20

5

22

14

91

32

42

2

1

2

37

17

68

〔ア「CF

1人当たり
52:    Y9,783

32 71

5

35

27 ¥21

14 1

21 7

Y55′ 204

¥43.582

¥40′ 507

Y19′ 691

Y29′ 780

Y57200
3: ¥159′ 833

¥132,420

5

Y39′ 327

Y37′ 126

Y211330

愚者叡

38

156

63

73

49

32

3

44

128

243

CTCSP
1人当たり

……理
`鉛
7

Y29′ 139

Y17′406
49:   Y41,874

¥113′750

¥41′ 729

¥15050
Y10830
Y67′ 894

Y33′ 934
76:  Y31868
106

62 Y22′ 939

40:   Y43474

Y151,400

Y6,985

Y31′ 073

54:

42:

４〇

一

Ｙ．

一

Y54.289

Y37,359

Y122602

患看叡

87

39

11

32

24

93

30

37

209

4

2

4

168

308

CTCS
1人当 たり

Y20.638

Y68′ 152

343

208 11

867

314:   Y19,716

224:  Y147′ 570

Y38389
661

293 ¥4

44

29

Y88′ 718

Yll.449

Y31,489

Y37′ 529

Y150056

患 百 叡

778

216

100

1678

４０
”４９２

1267

2564

(ア「(ア「
1人当
「
c9

… 7循 i…準烈ユp
234:  Y82′ 071

114:   Y33′ 043

295

……Y15′9,9
¥13,142

Y105′ 882

1717:  Y37′ 260

582:  Y30,418
Y24697

422:  Y40′ 241

30: Y159,762
Y354465

451:  ¥14′ 449
¥34′ 617

Y37461
Y141′ 610

患 者 叡

880

297

199

911

52

437
1334

2472

(ア「C
1人当
「
りヽ

¥18′ 934

Yl14′ 660

…ポ星星そW星
Y55′ 655

Y96′ 879

630: Y101090
3560

1068

1

1595 126

1167 14

162

Y502′ 031

¥109883
Y16′ 060

Y36637
Y159,292

患 者 観

2757

944

364

1175

684

6170

2218

3256

86

1584

1632

4962

8909

(ア「 C―G
1人当 たり

:  ¥18′ 773

: ¥106,289

611

17

Y104,994

Y16′ 126

Y18′ 081

Y128553
Y38.154

Y129,965′ 870:   Y34′ 787

Y2499B
Y40,935

Y45,171

¥146′045

Y458′ 481

¥15615フ

Y15,309

Y34′ 593

Y37095
¥158,480

忌者数 :   医療 買
Y85,321.320

Y163,046,810

…lpeェ ……準里ョfヱ90r199
5,645:     ¥91,030′ 990

1,780:     Y32′ 184′ 450

Y173289970
Y390.541,950

5,341:    Y133488780
13

1

268

Y69690240
302:     Y47159420

Y41,7941280

Y89′ 285,350

Y300095310
Y2,372,132,950

4.545

1,534

1348
10,236

3,736

152

2,730

2,581

8090
14968

【本人+家族】
01:慰染圧

02:弄 F生惨

03:血液

06:

07:日艮

08:耳

09:循環器

10:呼吸器

11:消 化器

12:皮膚

13:筋骨格

141腎尿路生殖系

15:コ壬婦分娩
16:周 産期

171先天奇形

18:異常踊床所 見

19:損傷中毒

30:

CTCBE

患百叡 :1人当たり
¥11′ 630

1

Y135′ 560

¥15,040

¥30′ 080

Y20,290

Y2′ 635

¥9,160

Y23,235

Y7′ 500

Y60′ 680

Y7140

¥15,040

2 730

Y160,453

1

2

1

1

2

2

2

2

3

1

3

1

4

hinari

1人当 たつ
Y8′ 268

Y24725
Y5,733

¥103′738

Y86′ 812

Y35´ 431

i   Y54,340

Y186.036

3:  Y59,438
Y29′ 142

Y36′ 946

¥25′ 810

¥31.263

Y5′ 235

Y10,766

Y15,608

Y37754
76:  Y166.043

患 者 翻

15

13

4

13

23

10

27

5

49

22

22

20

16

2

17

12

36

〔F「CFC

患 奮 叡 :1人 当
「
c9

37:   Y12,728

Y311′ 118

4:   ¥8.250
Y264′638

18:   Y78,836

Y530.214

Y15,096

Y9′ 739

Y396290
96:   Y25,752

Y92′ 565

Y23′ 568

25 Y17

27 ¥17

7

2

17

14:  Y25,692
Y42.139

164: ¥302,165

27

30

17

56

8

16

50

46

76

〔「CBS
1人当たり
Yl1 586

Y46′ 275

Y8,725

Y23′ 972

¥64124
Y44,541

Y16′ 694

Y9′ 850

Y60761
Y23′ 600

…やユryヨ
Y17′ 664

20:   Y33,584

13:   Y24,775

Y849,900

８９

一
８５

Ｙ

一
Ｙｌ

Yl18 303

¥48,416

Y156,078

思者数

22

14

4

11

10

8

37

62

26

33

2

1

26

12

51

91

肛 F

1

24:   Yl1 021

23 ユ

1

24

¥56504
¥114,493

41 Y17

¥62.578

Y39′ 862

Y38347
Y23,875

Y38′ 163

¥84′ 142

Y10,140

Y7′ 890

Y15,426
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Y45,914

Y193309

17

7

25

81

40

37

25

17

1

1

22

69

141

CTCSP
1人当たり
Y7′985

¥27,313

¥20′ 719

Y33969
Y100480

15:  Y53,069
Y15′ 059

Y12703
30:  Y75,339
Y26.888

46:  ¥33,075
40 ¥1

40:

Y33′ 840

¥12′ 082

¥113.879

Y38,926

Y131377

忌者叡

37

21

8

31

18

40

6

96

1

26

17
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CTCS
1人当たり
Y28,220

¥62.379

230

Yl19,437
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Y21′ 152

Y159′ 741

Y27,083

Y31′ 327

Y64821

Y69′ 560

¥13′ 206
:  Y10727

¥48,098

Y42,052

Y138796

患看叡
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144
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161

852

430

350

254

137
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1

‐０

一
２３６

123

682

1486

〔ア「(ア「
1人当たり

243:  Y23ィ 412

Y64,924

Y40′ 744

Y67 48

97

Y71′ 164

Y15′ 080

Y16′ 667
Yl

Y36′ 412

¥29′ 517

Y28′ 695

:   Y41′ 185

Y136.641

Y45′ 223

Yll′ 765

Y20,275

¥59′ 615

Y132′ 066

意者叡
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325

75

147

725

333

282

241

120

17

4

17

181

122

594
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σ「C
1人当たり
Y25,997

Y140′ 883

¥103′ 822

694:   Y57.404

Y108.024

389:   Y74′ 324

Y17
246

530

Y26′ 415

Y38,744

…ユ押ユニ…留 `牌877:  Y41,149
Y56′ 485

56:  ¥104′ 597

4: ¥117.935
38:  Y22′ 070

Y14.434

Y51

Y159,203

患者叡

1014

500

151

366

2680

1263

527

675

4204

(ア「C―G
医擁買   :1人 当たつ
¥43,063′ 690:   ¥24,878
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Y

150 Y17
170

Yl 710

Y26545
Y38ィ 614

Y27,101

¥36341
Y58,314

Y12,178,160:  ¥126′856

Y80,243

Y17′ 354

Y15,077

Y54′ 140

Y42284
¥154′ 800

Y123′ 568′ 590

Y85′ 800′ 930

Y51,979′ 760

1508:     Y54802.070
881:     Y51,374,510

Y722′ 190

72: Y1249520
Y18′ 348,640

¥44′ 827′ 570

Yl

Yl′ 164′ 407′ 930

患 百 叡

1′ 731

838

263

1,217

702

700

2,363

457

946

4,655

2.222

1′918

96

9

1

7522

【本人】

0■ 感染症

02:新生物

04:

05:精神
06:ネ申率塁

0フ :日長

08:耳

09:循環器

10:呼吸器

11:消化器

12i皮膚

13:筋骨格

14:腎尿路生殖系

15:妊婦分娩

16:周 産期

17:先 天奇形

18:異 常隔 F木所見

19:損傷中毒

30:ヨ司斉J
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201フ年度健診 (問診)

【飲酒量】
CTCBEhinariCTCFC(テ「C「CTCCTC― G

フ5.00/O

25.00/O

0.OO/O

0.00/0

25.00/。

50.00/O

25.00/O

25.00/6

フ5.00/。

25.00/O

フ5,OO/c

50.00/O

5000/O

25.00/O

7500/O

25.00/O

フ5.00/o

25.00/o

フ5,00/0

65.30/。

22.40/。

10.20/O

200/0

1550/0
3フ .90/0

46.60/。

15.20/O

84.80/O

65.60/O

3440/O

46.80/o

53.20/。

33.90/0

66.10/0

58,10/0

4190/0

18.00/0

82.00/0

36.10/0

63.90/0

13.30/o

81フ 0/0

18.00/0

フ3.80/0

8.20/。

53.30/0

23.00/0

1フ .10/0

660/0

17.10/0

45.40/O

Bフ 50/O

22.40/O

フフ.60/O

4フ .40/。

5260/O

5フ .20/0

42.80/0

9.90/0

90。 10/0

36.80/。

6320/0

2760/o
フ2.40/0

3フ 50/O

62.5。/O

44.フ 0/0

55.30/0

35.50/O

50.00/o

14.50/0

51.10/0

25.50/o

1フ .00/O

6.40/。

27.70/O

48,90/0

23.40/。

29.20/0

フ0.80/o

59.60/O

4040/0

6フ .00/O

33.00/0

18.10/0

81,90/O

55.30/O

44.フ 0/。

21.30/O

フ8.フ 0/0

3フ .20/O

62.80/O

33.00/O

6フ .00/O

3190/。

55.30/0

12.80/0

49.60/O

28.80/O

16.00/O

5.60/O

24.60/O

40.00/O

35.40/O

2210/0
フフ.90/O

56.20/0

43.80/6

59,20/O

40,80/c

3310/。

66.90/0

53.10/O

46.90/O

19.20/O

80.80/O

32.30/O
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23.10/O

フ6.90/O

36.90/O

53.10/0

10,00/0

4800/O
28.20/。

14.10/0

9.60/0

29.40/0

43.50/o

2フ・10/O

26.50/o

フ3.50/O

54.20/o

45.80/O

52.50/o

4フ .50/0

20.30/O

フ9,フ O/O

45.80/0

54.20/0

16.40/o

83.60/O

33.30/0

66フ 0/O

2フ .10/0

フ2.90/O

3620/0
51.40/o

12.40/0

4フ .60/O

29.60/。

13.90/O

8,80/O

19.10/。

48.50/0

32,40/0

32.30/0

6フ .フ 0/O

56.90/0

43.10/0

50.30/0

49.フ 0/0

15.10/0

84.90/0

42.10/O

5フ .90/o

19.90/0

80.10/O

43.50/0

56.50/O

40.60/O

59.40/O

35.50/o

53.40/0

11.20/0

49.80/O

28.60/O

14.60/0

フ00/0

25.10/0

44.00/O

31.00/O

28.50/O

フ1.50/o

60.10/O

39.90/O

52,40/O

4フ .60/O

17.00/0

8300/6

45`フ 0/0

54.30/。

1フ .90/0

82.10/0

43.60/0

56.40/。

3610/0
63.90/0

36.00/0

54.90/0

9.00/O

43.90/0

30.60/0

16.70/0

8.80/c

29,60/O

45.40/O

25,00/o

25.40/0

フ4.60/O

62,30/o

3フ .フ 0/o

55.80/O

44.20/0

18.90/O

81.10/O

43.20/O

56.80/O

16.40/O

83_60/。

45.50/O

54.50/0

31.60/o

68.40/0

35.50/O

SS.10/。

9.50/0

46.20/O

29.80/O

15.フ 0/O

8.40/O

26.40/0

45.フ 0/。

28.00/O

27.20/。

フ2_80/。

60.30/。

39.70/0

54.30/。

45.7。/0

1800/O

れ

43.70/O

56.30/O

1760/0

82_40/。

1:はい 44
2:いし

34.00/O

66.00/。

35.40/0

54.フ 0/0

9.90/0

1:1合未満

1
々

ヽ

■:

2:いいえ

1:(よい

2:いいえ

1:(まい

2:いいえ

1 ヽ

1

2
(ましヽ

しヽいえ

1:はい

2:いいえ

1:はい

2:いいえ

2:1-2ヽ
3:2-3、
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STEP２ 健康課題の抽出
No. STEP1

対応項目 基本分析による現状把握から見える主な健康課題 対策の方向性 優先すべき
課題

1
・総合判定Ｄ以上の割合が過去最高となった。
・資質、血圧、肝機能、肥満など主要な検査項目でも
　Ｄ判定以上者が増加した。

 ・要再精検または要治療の方のフォローを行い、　　　　　　　重症化
を防ぐ。
　事業所の健康管理での保健指導などの強化を行う。

2
・医療費実績から「がん対策」「血圧」「脂質」「肥満」「歯科」などの対
策必要と思われる。
・問診から「たばこ」「食習慣」などが良くない状況であり、対策が必要で
ある。

 ・「がん専門健診」等による早期発見・治療が必要
・運動習慣の定着のための対策が必要
・たばこの禁煙対策が必要



3 ・上記１，２から医療機関に掛かっていない数値が悪い人
　がまだ多くいることが判明した。  健診結果と医療費分析を突合させた分析による対策を

検討していく。

基本情報
No. 特徴 対策検討時に留意すべき点

1
・平均年齢が若く、健康診断受診率が被保険者でほぼ１００％となっているが、健診結果の
総合判定Ｄ以上が４９．９％と高い。
・たばこの喫煙率も高く、喫煙場所が近くにある。

 ・事業所が７つ前項展開していることから、各社の環境が違うため
統一的な対策が難しい。
・各社の健康管理委員との会議で状況把握をしていく。

2
・医療費実績から「がん」「血圧」「脂質」「肥満」「歯科」などの主要項目での対策が必
要と思われる。
・問診から「喫煙」「食習慣」などが良くない状況が判明した。

 ・被保険者等への意識向上をしていかないと受診率が上がらない。

保健事業の実施状況
No. 特徴 対策検討時に留意すべき点

1 30年度から「がん専門健診」や「禁煙対策」を実施していく。  被保険者への周知を該当者へどう伝えていくか。
受診率向上に向けた対策を各社と話し合う。

ア

イ

未選択
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STEP３ 保健事業の実施計画

事業の一覧
職場環境の整備
加入者への意識づけ
個別の事業
　特定健康診査事業 　特定健診の受診
　特定保健指導事業 　特定保健指導の受診
　疾病予防 　健康診断の実施
　疾病予防 　がん専門健診の受診
　疾病予防 　インフルエンザ予防接種の補助
　疾病予防 　オンライン禁煙プログラム等による禁煙対策
※事業は予算科目順に並び替えて表示されています。

事業全体の目的
加入者に対して健康な状態にしていくため、早期治療等の受診勧奨などを行う。

事業全体の目標
健診結果の総合判定Ｄ以上者を３５％にする。

15



職場環境の整備
加入者への意識づけ
個別の事業

44,190 45,000 46,000 - - -
特
定
健
康
診
査
事
業

3

既
存(

法
定)

特定健診の受
診 全て 男女

40
〜（

上
限
な
し）

基準該
当者 ３ ク,ケ - コ,ス - 40歳以上の加入者への受

診勧奨を行う。
40歳以上の加入者への受
診勧奨を行う。

40歳以上の加入者への受
診勧奨を行う。

40歳以上の加入者への受
診勧奨を行う。

40歳以上の加入者への受
診勧奨を行う。

40歳以上の加入者への受
診勧奨を行う。 加入者受診率を７０％にする。 該当なし（これまでの経緯等で実

施する事業）

受診勧奨(【実績値】50％　【目標値】平成30年度：55％　平成31年度：60％　平成32年度：65％　平成33年度：70％　平成34年度：70％　平成35年度：75％)- 受診率の向上(【実績値】50％　【目標値】平成30年度：55％　平成31年度：60％　平成32年度：65％　平成33年度：70％　平成34年度：70％　平成35年度：75％)-
21,730 24,000 26,000 - - -

特
定
保
健
指
導
事
業

4

既
存(

法
定)

特定保健指導
の受診 全て 男女

40
〜（

上
限
な
し）

基準該
当者 ３ ス - ス - 受診対象への受診勧奨を

行う。
受診対象への受診勧奨を
行う。

受診対象への受診勧奨を
行う。

受診対象への受診勧奨を
行う。

受診対象への受診勧奨を
行う。

受診対象への受診勧奨を
行う。

30年度から開始するため受診率　６０％を
目指す。

該当なし（これまでの経緯等で実
施する事業）

受診勧奨(【実績値】30％　【目標値】平成30年度：35％　平成31年度：40％　平成32年度：45％　平成33年度：50％　平成34年度：55％　平成35年度：60％)- 受診率の向上(【実績値】30％　【目標値】平成30年度：35％　平成31年度：40％　平成32年度：45％　平成33年度：50％　平成34年度：55％　平成35年度：60％)-
332,780 380,000 410,000 450,000 - -

疾
病
予
防

3

既
存(

法
定)

健康診断の実
施 全て 男女

18
〜（

上
限
な
し）

加入者
全員 ３ ス

被保険者は、事業主の健
康診断による受診促進と
被扶養者への自宅への案
内送付

ア -
被保険者の受診率　９９
．９％
被扶養者の受診率　４０
．０％

被保険者の受診率　９９
．９％
被扶養者の受診率　４５
．０％

被保険者の受診率　９９
．９％
被扶養者の受診率　５０
．０％

被保険者の受診率　９９
．９％
被扶養者の受診率　５５
．０％

被保険者の受診率　９９
．９％
被扶養者の受診率　６０
．０％

被保険者の受診率　９９
．９％
被扶養者の受診率　６５
．０％

被保険者は100％を目指す。被扶養者は50
％を目指す。

該当なし（これまでの経緯等で実
施する事業）

受診勧奨(【実績値】50％　【目標値】平成30年度：55％　平成31年度：60％　平成32年度：65％　平成33年度：70％　平成34年度：75％　平成35年度：80％)被
保険者および配偶者への案内と受診勧奨を行う。 受診率の向上(【実績値】50％　【目標値】平成30年度：55％　平成31年度：60％　平成32年度：65％　平成33年度：70％　平成34年度：75％　平成35年度：80％)-

37,000 40,000 45,000 - - -

3 新
規

がん専門健診
の受診 全て 男女

40
〜（

上
限
な
し）

加入者
全員 １ ウ

加入者への周知を行う（
ホームページやイントラ
版）

ウ,コ -
40歳〜5歳毎の節目健診と
しての周知徹底を図り受
診率向上を目指す。

40歳〜5歳毎の節目健診と
しての周知徹底を図り受
診率向上を目指す。

40歳〜5歳毎の節目健診と
しての周知徹底を図り受
診率向上を目指す。

40歳〜5歳毎の節目健診と
しての周知徹底を図り受
診率向上を目指す。

40歳〜5歳毎の節目健診と
しての周知徹底を図り受
診率向上を目指す。

40歳〜5歳毎の節目健診と
しての周知徹底を図り受
診率向上を目指す。

年間上限300名を達成させる。

・医療費実績から「がん対策」「
血圧」「脂質」「肥満」「歯科」
などの対策必要と思われる。
・問診から「たばこ」「食習慣」
などが良くない状況であり、対策
が必要である。

制度の周知(【実績値】90％　【目標値】平成30年度：100％　平成31年度：100％　平成32年度：100％　平成33年度：100％　平成34年度：100％　平成35年度：1
00％)- 受診者の達成(【実績値】180人　【目標値】平成30年度：200人　平成31年度：300人　平成32年度：300人　平成33年度：300人　平成34年度：300人　平成35年度：300人)-

6,000 8,000 10,000 - - -

3

既
存(

法
定)

インフルエン
ザ予防接種の
補助

全て 男女

6
〜（

上
限
な
し）

加入者
全員 １ ケ

インフルエンザ予防接種
の補助についての周知を
行い受診率向上を目指す

ス - 補助額を2000円に増額し
て受診率向上を図る。

早めの周知を実施して受
診率を上げる。

早めの周知を実施して受
診率を上げる。

早めの周知を実施して受
診率を上げる。

早めの周知を実施して受
診率を上げる。

早めの周知を実施して受
診率を上げる。 周知を図ると共に受診率５０％を目指す 該当なし（これまでの経緯等で実

施する事業）

補助の周知(【実績値】1回　【目標値】平成30年度：2回　平成31年度：2回　平成32年度：2回　平成33年度：3回　平成34年度：3回　平成35年度：3回)補助があ
ることへの周知を行う。 受診者の向上(【実績値】3,200人　【目標値】平成30年度：4,000人　平成31年度：4,500人　平成32年度：5,000人　平成33年度：5,000人　平成34年度：5,000人　平成35年度：5,000人)-

3,000 4,000 5,000 - - -

5 新
規

オンライン禁
煙プログラム
等による禁煙
対策

全て 男女

20
〜（

上
限
な
し）

基準該
当者 １ ク,ケ 禁煙対策の周知を行う ウ,ス - 初年度であり、50名程度

の禁煙希望者を募る。
2年目のため、事業主負担
をお願いして公募者増を
図る。

事業主負担をお願いして
公募者増を図る。

事業主負担をお願いして
公募者増を図る。

事業主負担をお願いして
公募者増を図る。

事業主負担をお願いして
公募者増を図る。 喫煙率　１７．９％を目指す・ 該当なし

案内を周知する(【実績値】-　【目標値】平成30年度：2回　平成31年度：3回　平成32年度：3回　平成33年度：3回　平成34年度：3回　平成35年度：3回)- 禁煙達成者を増やす(【実績値】-　【目標値】平成30年度：50人　平成31年度：100人　平成32年度：200人　平成33年度：200人　平成34年度：200人　平成35年度：200人)-

予
算
科
目

注1)
事業
分類

新
規
既
存

事業名
対象者 注2)

実施
主体

注3)
プロセス

分類
実施方法

注4)
ストラク

チャー
分類

実施体制
予算額(千円)

事業目標 健康課題との関連実施計画
対象

事業所 性別 年
齢 対象者 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 平成35年度

アウトプット指標 アウトカム指標

16



注１) １．職場環境の整備  ２．加入者への意識づけ  ３．健康診査  ４．保健指導・受診勧奨  ５．健康教育  ６．健康相談  ７．後発医薬品の使用促進  ８．その他の事業
注２) １．健保組合  ２．事業主が主体で保健事業の一部としても活用  ３．健保組合と事業主との共同事業
注３) ア．加入者等へのインセンティブを付与  イ．受診状況の確認（要医療者・要精密検査者の医療機関受診状況）  ウ．受診状況の確認（がん検診・歯科健診の受診状況）  エ．ＩＣＴの活用（情報提供でのＩＣＴ活用など）  オ．専門職による対面での健診結果の説明  カ．他の保険者と共同で集計データを持ち寄って分析を実施

キ．定量的な効果検証の実施  ク．対象者の抽出（優先順位づけ、事業所の選定など）  ケ．参加の促進（選択制、事業主の協力、参加状況のモニタリング、環境整備）  コ．健診当日の面談実施・健診受診の動線活用  サ．保険者以外が実施したがん検診のデータを活用  シ．事業主と健康課題を共有  ス．その他
注４) ア．事業主との連携体制の構築  イ．産業医または産業保健師との連携体制の構築  ウ．専門職との連携体制の構築（産業医・産業保健師を除く）  エ．他の保険者との共同事業  オ．他の保険者との健診データの連携体制の構築  カ．自治体との連携体制の構築  キ．医療機関・健診機関との連携体制の構築  ク．保険者協議会との連携体制の構築

ケ．その他の団体との連携体制の構築  コ．就業時間内も実施可（事業主と合意）  サ．運営マニュアルの整備（業務フローの整理）  シ．人材確保・教育（ケースカンファレンス∕ライブラリーの設置）  ス．その他

予
算
科
目

注1)
事業
分類

新
規
既
存

事業名
対象者 注2)

実施
主体

注3)
プロセス

分類
実施方法

注4)
ストラク

チャー
分類

実施体制
予算額(千円)

事業目標 健康課題との関連実施計画
対象

事業所 性別 年
齢 対象者 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 平成35年度

アウトプット指標 アウトカム指標
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